
福井県JAグループ



「「福福井井県県ののＪＪＡＡググルルーーププ未未来来づづくくりり戦戦略略」」（以下「本戦略」）は、福井県ＪＡ

グループが 5年後、10 年後の未来に向けて自ら描いた成長戦略であり、行動宣

言です。 

組合員が夢と誇りをもって農業に取り組み、所得の向上や豊かな暮らしを実

現することができるよう、時代に即した新しい取り組みを取り入れながら、組合

員の皆様の農業やくらしを支えるとともに、これらの事業活動を通じて地域社

会に貢献していくことを目指しています。 

人口減少や高齢化、デジタル化、グローバル化など新たな時代の潮流、ＳＤＧ

ｓといった地球環境の持続可能性への危機、そして、新型コロナの蔓延やロシア

のウクライナ侵攻などが顕在化させた国際貿易に依存した日本経済全体の課題

など、我々農業者を取り巻く環境変化は、さらにスピードと厳しさを増しており、

日本の「食料安全保障」という農業者への大きな使命と役割を改めて実感するこ

とになりました。 

そのため、福井県ＪＡグループでは、改めて、5年後、10 年後のＪＡの使命と

役割を再確認し、将来の目指すべきＪＡ経営や事業サービス、そして地域農業の

あり方について、「福井県ＪＡグループの目指すべき中長期ビジョン」として明

確化し、それを実現するための重点施策や数値目標を取りまとめました。 

令和 2 年 4 月に、県下 10ＪＡが合併して「ＪＡ福井県」として再出発したこ

とを契機に、組合員アンケートや支店運営委員会、総代会などを通じて、組合員

の皆様からいただいたご意見やご要望を踏まえつつ、新たな福井県ＪＡグルー

プの経営ビジョンを今回ご提案するものです。 

福井県ＪＡグループは、この中長期ビジョンの実現に向けて、不断の自己改革

を実践し、福井県の農業やくらしに、「夢」と「希望」のある明るい未来をもた

らします。 

福井県農業協同組合中央会 
代表理事会長 冨田 勇一 
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①① 農農業業者者のの所所得得向向上上やや農農業業生生産産のの拡拡大大にに向向けけてて、、農農産産物物のの収収量量・・品品質質のの向向上上やや水水稲稲とと園園芸芸・・畜畜産産等等にによよるる複複

合合経経営営のの推推進進、、ススママーートト農農業業等等のの普普及及にによよるるココスストト削削減減やや省省力力化化にに取取りり組組みみまますす。。  

②② 持持続続可可能能なな地地域域農農業業のの確確立立にに向向けけてて、、農農業業経経営営継継承承やや農農地地のの維維持持保保全全、、農農業業労労働働力力支支援援にに取取りり組組みみまますす。。

（（１１））『『みみららいい』』ににつつななががるる地地域域農農業業のの実実現現にに向向けけたた重重点点施施策策

 

 

 

 

 

 

 

  

【【福福井井県県ＪＪＡＡググルルーーププのの果果たたすすべべきき使使命命とと役役割割】】  

①① 行行政政機機関関等等とと一一体体ととななっったた新新規規就就農農者者へへのの支支援援体体制制がが確確立立しし、、県県内内外外かからら新新規規就就農農希希望望者者がが集集ままりり、、行行政政

ややＪＪＡＡのの支支援援制制度度ををフフルル活活用用ししてて、、充充実実ししたた研研修修やや雇雇用用先先のの確確保保、、住住宅宅斡斡旋旋、、資資金金融融資資等等をを受受けけてて農農業業とと生生活活

のの両両面面でで自自立立しし、、県県内内各各地地のの担担いい手手農農家家ととししてて地地域域にに定定着着しし、、いいききいいききとと活活躍躍ししてていいるる。。

②② 担担いい手手農農家家やや集集落落営営農農組組織織、、ＪＪＡＡ出出資資型型農農業業法法人人でで広広域域ネネッットトワワーーククがが形形成成さされれ、、地地域域のの担担いい手手へへのの農農作作

業業委委託託やや農農地地のの賃賃貸貸借借、、農農業業経経営営委委譲譲等等ののママッッチチンンググがが進進みみ、、中中山山間間地地域域ででもも耕耕作作放放棄棄地地のの出出なないい体体制制がが

構構築築さされれてていいるる。。

③③ ススママーートト農農業業やや農農業業ＩＩＣＣＴＴ技技術術がが普普及及しし、、特特にに、、大大規規模模農農家家ににおおけけるる圃圃場場管管理理やや作作付付収収支支シシミミュュレレーーシショョンン等等

がが実実施施さされれ、、経経営営効効率率化化やや省省力力化化がが実実現現ししてていいるる。。

④④ 米米価価下下落落やや気気候候変変動動ななどど農農業業経経営営リリススククにに備備ええたた「「福福井井型型複複合合経経営営モモデデルル」」をを確確立立ししてて、、水水田田園園芸芸やや大大規規

模模園園芸芸施施設設にによよるる複複合合経経営営がが拡拡大大しし、、農農業業生生産産法法人人やや大大規規模模水水稲稲農農家家のの経経営営多多角角化化にによよるる所所得得のの安安定定とと向向

上上がが図図らられれてていいるる。。

⑤⑤ 県県内内各各地地ののＪＪＡＡフファァーーママーーズズ・・ママーーケケッットトやや道道のの駅駅ととのの広広域域流流通通ネネッットトワワーーククをを通通じじ、、品品揃揃ええ充充実実にによよるる売売りり場場

のの活活性性化化やや販販売売体体制制のの強強化化がが図図らられれたたここととでで、、園園芸芸生生産産のの拡拡大大やや女女性性農農業業者者やや小小規規模模農農業業者者のの増増加加ににつつ

ななががっってていいるる。。

⑥⑥ 新新幹幹線線のの県県内内開開通通にによよりり観観光光客客がが増増加加しし、、県県産産農農産産物物をを使使用用ししたた 新新たたなな特特産産加加工工品品がが開開発発さされれてて人人気気をを

博博しし、、ネネッットト販販売売等等もも通通じじてて海海外外ままでで販販売売がが拡拡大大ししてていいるる。。
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①① ＪＪＡＡのの総総合合事事業業をを通通じじてて、、次次世世代代（（組組合合員員のの子子弟弟））ににもも、、安安心心でで安安全全なな農農業業やや豊豊かかなな暮暮ららししをを提提

供供すするるととととももにに、、「「食食」」やや「「農農」」のの重重要要性性へへのの理理解解をを深深めめるる取取りり組組みみをを進進めめまますす。。  

②② ＪＪＡＡのの事事業業ササーービビススやや地地域域貢貢献献活活動動をを通通じじてて、、地地域域ののラライイフフラライインン機機能能をを果果たたしし、、組組合合員員やや地地

域域住住民民がが将将来来にに渡渡っってて安安心心ししてて暮暮ららせせるる生生活活環環境境やや集集落落機機能能のの維維持持発発展展にに貢貢献献ししまますす。。  

①① 次次世世代代のの組組合合員員がが、、ＪＪＡＡのの相相続続支支援援ササーービビススをを通通じじてて、、組組合合員員資資格格ややＪＪＡＡにに保保有有すするる金金融融資資

産産、、事事業業利利用用のの承承継継をを円円滑滑にに進進めめ、、情情報報アアププリリややネネッットト取取引引、、キキャャッッシシュュレレスス決決済済等等をを活活用用しし

てて、、ＪＪＡＡのの事事業業をを気気軽軽にに利利用用ししてていいるる。。  

②② ＪＪＡＡのの支支店店協協同同活活動動やや組組合合員員組組織織のの活活動動ななどどをを通通じじてて、、小小学学生生かからら子子育育てて世世代代をを対対象象ととしし

たた「「食食農農教教育育」」へへのの取取りり組組みみがが県県内内各各地地でで実実施施さされれ、、「「食食」」とと「「農農」」へへのの関関心心がが深深ままりり、、「「県県産産県県

消消」」運運動動のの拡拡大大やや就就農農希希望望者者のの増増加加ににつつななががっってていいるる。。

③③ 高高齢齢のの組組合合員員がが、、出出向向くく体体制制にによよるる訪訪問問活活動動やや介介護護福福祉祉事事業業のの充充実実、、配配食食ササーービビスス等等のの

新新たたなな取取りり組組みみにによよりり、、住住みみ慣慣れれたた集集落落でで安安心心・・安安全全にに暮暮ららせせてていいるる。。

④④ 県県内内各各地地ののフファァーーママーーズズ・・ママーーケケッットトがが生生産産者者とと消消費費者者のの交交流流拠拠点点ととししてて再再整整備備 さされれ、、地地

産産地地消消運運動動やや食食農農教教育育、、高高齢齢者者のの生生ききががいいづづくくりり活活動動とといいっったた様様々々なな地地域域活活動動のの拠拠点点ととなな

りり、、地地域域活活性性化化ににつつななががっってていいるる。。

（（２２））『『次次世世代代』』ににつつななががるる事事業業ササーービビススのの提提供供にに向向けけたた重重点点施施策策

【【福福井井県県ＪＪＡＡググルルーーププのの果果たたすすべべきき使使命命とと役役割割】】  
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①① ＪＪＡＡのの組組織織活活動動やや広広報報活活動動等等をを通通じじてて、、県県民民全全員員がが「「食食」」とと「「農農」」のの重重要要性性をを認認識識しし、、「「協協

同同組組合合運運動動」」にに参参画画いいたただだけけるるよようう取取りり組組みみまますす。。  

②② 「「食食」」やや「「農農」」をを基基軸軸ととししたた「「協協同同組組合合」」ととししててのの役役割割をを発発揮揮しし、、持持続続可可能能なな地地域域農農業業やや豊豊

かかでで安安全全なな地地域域共共生生社社会会のの実実現現にに取取りり組組みみまますす。。  

①① 県県内内各各地地のの学学校校でで「「農農業業」」やや「「協協同同組組合合」」にに関関すするる教教育育資資材材のの活活用用やや出出前前授授業業ななどどのの

取取りり組組みみがが拡拡大大しし、、若若いい世世代代でで理理解解がが深深ままっってていいるる。。  

②② 県県内内のの協協同同組組合合がが連連携携ししてて、、フフーードドドドラライイブブやや環環境境保保全全活活動動ななどど「「協協同同組組合合」」のの役役割割

やや機機能能をを発発信信すするるイイベベンントトやや事事業業がが展展開開さされれてておおりり、、「「協協同同組組合合」」をを理理解解すするる機機会会がが数数多多

くく創創出出さされれてていいるる。。  

③③ ポポジジテティィヴヴヘヘルルスス（（※※））のの考考ええ方方ににももととづづきき、、ＪＪＡＡのの健健康康増増進進運運動動やや介介護護予予防防活活動動をを通通

じじてて、、福福井井県県がが「「健健康康長長寿寿日日本本一一」」ととななりり、、元元気気なな高高齢齢者者がが地地域域のの中中核核ととななっってて集集落落機機能能

をを維維持持しし、、住住みみ慣慣れれたた集集落落でで、、いいききいいききとと農農業業やや地地域域活活動動でで活活躍躍ししてていいるる。。  

（（※※））ポポジジテティィヴヴヘヘルルススととはは、、病病気気やや障障害害ががああっっててもも、、周周囲囲のの力力ななどどをを支支ええににししてて気気落落ちちすするるここととななくく、、生生きき

ががいいやや活活力力をを見見いい出出しし、、人人生生をを前前向向ききにに歩歩んんででいいけけるるこことと、、そそのの力力ここそそをを健健康康ととすするる考考ええ。。  

（（３３））『『地地域域』』ににつつななががるる協協同同組組合合ととししててのの役役割割発発揮揮にに向向けけたた重重点点施施策策

【【福福井井県県ＪＪＡＡググルルーーププのの果果たたすすべべきき使使命命とと役役割割】】  
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①① ＪＪＡＡがが、、将将来来にに渡渡っってて、、組組合合員員へへのの事事業業ササーービビススのの提提供供やや施施設設のの運運営営をを継継続続すするるたためめにに、、経経営営基基盤盤

のの強強化化とと経経営営健健全全性性のの確確保保にに取取りり組組みみまますす。。

②② 農農業業所所得得のの向向上上とと農農業業生生産産のの拡拡大大にに向向けけたたＪＪＡＡのの自自己己改改革革ををささららにに進進めめるるたためめ、、役役員員定定数数やや支支店店･･

事事業業所所をを含含めめたた組組織織体体制制のの見見直直ししをを進進めめ、、准准組組合合員員もも含含めめたた組組合合員員のの意意思思反反映映やや経経営営参参画画のの仕仕組組

みみをを確確立立ししまますす。。

①① 戦戦略略的的なな支支店店・・事事業業所所のの統統廃廃合合がが進進めめらられれたた結結果果、、支支店店やや事事業業所所毎毎のの事事業業ササーービビススのの地地域域格格差差

がが無無くくななりり、、出出向向くく体体制制やや相相談談機機能能のの強強化化にによよりり、、組組合合員員のの利利便便性性がが向向上上ししてていいるる。。  

②② ＪＪＡＡのの支支店店にに「「ふふれれああいい相相談談員員」」やや専専門門家家にによよるる「「ＷＷｅｅｂｂ窓窓口口」」等等がが設設置置さされれ、、資資産産管管理理やや相相続続、、税税務務

相相談談ななどど組組合合員員やや地地域域住住民民がが様様々々なな相相談談にに来来店店ししてていいるる。。

③③ 支支店店運運営営委委員員会会ななどどがが全全支支店店にに設設置置さされれ、、准准組組合合員員やや女女性性もも含含めめたた多多様様なな意意見見やや要要望望をを取取りり入入

れれななががらら、、ＪＪＡＡがが運運営営さされれてていいるる。。  

④④ ＪＪＡＡのの中中長長期期的的なな経経営営ビビジジョョンンのの策策定定やや収収支支シシミミュュレレーーシショョンン等等がが実実施施さされれ、、戦戦略略的的でで計計画画的的ななＪＪＡＡ

運運営営がが行行わわれれたた結結果果、、ＪＪＡＡのの財財務務基基盤盤がが充充実実しし、、農農業業生生産産やや農農業業所所得得のの向向上上にに向向けけたた事事業業展展開開やや施施

設設整整備備がが着着実実にに進進んんででいいるる。。  

（（４４））『『将将来来』』ににつつななががるる組組織織・・経経営営基基盤盤のの確確立立にに向向けけたた重重点点施施策策

【【福福井井県県ＪＪＡＡググルルーーププのの果果たたすすべべきき使使命命とと役役割割】】  

－  6  －



中中長長期期ビビジジョョンン実実現現にに向向けけたた主主なな数数値値目目標標  

合計 

－  7  －



県内園芸生産の拡大目標 

－  8  －



「 み ら い 」 に つ な が る

地 域 農 業 の 実 現

「 次 世 代 」 に つ な が る

事 業 サ ー ビ ス の 提 供

「 地 域 」 に つ な が る

協 同 組 合 の 役 割 発 揮

「 将 来 」 に つ な が る

組 織 ･ 経 営 基 盤 の 確 立

組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ
た
不
断
の
自
己
改
革

４４
つつ
のの
柱柱

成
長
戦
略

合
理
化
戦
略

農
業
増
大
に
向
け
た

攻
め
の
戦
略

持
続
可
能
な
経
営
基
盤

確
立
の
守
り
の
戦
略

め
ざ
す
姿

1
2

3
4

農農
業業
者者
のの
所所
得得
増増
大大

農
業
生
産
の
拡
大

地
域
の
活
性
化

持 持
続続
可可
能能
なな
農農
業業
のの
実実
現現

地地
域域
共共
生生
社社
会会
のの
実実
現現

協協
同同
組組
合合
とと
しし
てて
のの
役役
割割
発発
揮揮

中
長
期

年
後

を
見
通
して

取
り組

む
つ
の
戦
略
と４

つ
の
柱

第
回
福
井
県
Ｊ
Ａ
大
会
議
案
の
全
体
像

福
井
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
目
指
す
べ
き
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
全
体
像
）

新
規
就
農
者
確
保
・経

営
支
援
強
化
と労

働
力
の
確
保
対
策

新
幹
線
開
業
や
イン
バ
ウン
ド等

を
見
据
え
た
販
売
体
制
の
強
化

「食
」「
農
」「
地
域
」を
基
軸
とし
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
か
らの

情
報
発

信
に
よ
る
県
民
理
解
の
醸
成

協
同
組
合
間
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
の
展
開
と組

合
員

及
び
県
民
か
らの

応
援
の
輪
の
拡
大

1

重
点
戦
略

本
店
・支

店
機
能
の
強
化
等
に
よ
る
営
農
・経

済
機
能
の
強
化

戦
略
的
な
支
店
・施

設
の
集
約
と再

編

農
業
関
連
施
設
の
集
約
と広

域
利
用
に
よ
る
運
営
効
率
化

各
事
業
で
の
出
向
く体

制
と総

合
相
談
機
能
の
強
化

子
育
て
や
相
続
支
援
事
業
を
通
じた

次
世
代
との
つ
な
が
り強

化

Ｊ
Ａ
の
組
織
・経

営
基
盤
強
化
に
向
け
て
の
取
り組

み

Ｄ
Ｘ
推
進
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
及
び
省
力
化
・効

率
化
対
策

園
芸
生
産
拡
大
に
よ
る
地
域
農
業
戦
略
の
転
換

地
産
地
消
率

％
を
目
指
す
た
め
の
新
た
な
取
り組

み

2 3 4
人
員
の
再
配
置
に
よ
る
収
益
性
向
上
とサ
ー
ビス
向
上

環
境
変
化

協
同

組
合

の
危

機

組
織
・事

業
・経

営
の
危
機

農
業
・
農
村
の
危
機

組
合
員
・担

い
手
の
高
齢
化

農
地
の
減
少
・耕

作
放
棄
地

気
候
変
動
・少

子
高
齢
化

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

コロ
ナ
禍
に
よ
る

新
た
な
生
活
様
式
へ
の
対
応

急
速
に
進
む
デ
ジ
タル

化
キ
ャッ
シ
ュ・
レ
ス
社
会

早
期
警
戒
制
度

規
制
改
革
実
施
計
画

金
融
依
存
型
経
営
か
らの

転
換

経
済
事
業
の
収
支
改
善

「農
業
」、
「Ｊ

Ａ
」へ
の
理
解
度
ア
ップ

！

協
同
組
合
間
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
！

役
員
体
制
の
合
理
化
！

支
店
・施

設
・事

業
所
を
２

３
に
集
約
！

全
て
の
遊
休
資
産
の
処
分
・有

効
活
用
！

事
業
管
理
費
１
割
減
！

人
員
の
適
正
配
置
！

法
令
遵
守
に
よ
る
不
祥
事
ゼ
ロ
！

准
組
合
員
・女

性
の
経
営
参
画
！

収
支
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
に
基
づ
く事

業
計
画
策
定
！

支
店
・事

業
所
別
損
益
管
理
の
徹
底
！

人
材
育
成
・キ
ャリ
ア
形
成
の
確
立
！

連
合
会
組
織
の
合
理
化
！

全
て
の
支
店
機
能
向
上
！

次
世
代
層
の
事
業
利
用
１
割
増
！

地
産
地
消
・県

産
県
消
の
推
進
！

農
業
経
営
継
承
！
耕
作
放
棄
地
減
少
！

園
芸
拡
大
に
よ
る
農
業
所
得
２
割
増
！

特
産
農
産
物
の
面
積
拡
大
・収

量
倍
増
！

農
畜
産
物
販
売
高
１
割
増
！

特
産
加
工
・Ｅ

Ｃ
販
売
等
の
取
扱
拡
大
！

生
産
コス

ト
１
割
減
！達
成
目
標

課
題
解
決
に
向
け
た

組
織
・事

業
改
革

－  9  －



 

『『
次次

世世
代代

』』
にに

つつ
なな

がが
るる

事事
業業

ササ
ーー

ビビ
スス

のの
提提

供供
  

（
１
）
各
事

業
で

の
出

向
く

体
制

と
総

合
相

談
機

能
の

強
化

 

（
２
）
子

育
て

や
相

続
支

援
事

業
を

通
じ

た
次

世
代

と
の

つ
な

が
り

強
化

 

（
３
）
地
産

地
消

率
1
0
0
％

を
目

指
す

た
め

の
新

た
な

取
り

組
み

 

役
員
体
制
の
合
理
化
！

 

支
店
・施

設
・事

業
所
を
２

/３
に
集
約
！

 

全
て
の
遊
休
資
産
の
処
分
・有

効
活
用
！

 

事
業
管
理
費
１
割
減
！

 

人
員
の
適
正
配
置
！

 

法
令
遵
守
に
よ
る
不
祥
事
ゼ
ロ
！

 

准
組
合
員
・女

性
の
経
営
参
画
！

 

収
支
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
に
基
づ
く事

業
計
画
策
定
！

 

支
店
・事

業
所
別
損
益
管
理
の
徹
底
！

 

人
材
育
成
・キ
ャリ
ア
形
成
の
確
立
！

 

連
合
会
組
織
の
合
理
化
！

 

全
て
の
支
店
機
能
向
上
！

 

次
世
代
層
の
事
業
利
用
１
割
増
！

 

地
産
地
消
・県

産
県
消
の
推
進
！

 

農
業
経
営
継
承
！
耕
作
放
棄
地
減
少
！

 

園
芸
拡
大
に
よ
る
農
業
所
得
２
割
増
！

 

特
産
農
産
物
の
面
積
拡
大
・収

量
倍
増
！

 

農
畜
産
物
販
売
高
１
割
増
！

 

特
産
加
工
・Ｅ

Ｃ
販
売
等
の
取
扱
拡
大
！

 

生
産
コス

ト１
割
減
！

 

『『
みみ

らら
いい

』』
にに

つつ
なな

がが
るる

地地
域域

農農
業業

のの
実実

現現
  

（
１
）
新

規
就

農
者

確
保

・
経

営
支

援
強

化
と

労
働

力
の

確
保

対
策

 

（
２
）
Ｄ

Ｘ
推

進
等

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
及

び
省

力
化

・
効

率
化

対
策

 

（
３
）

園
芸

生
産

拡
大

に
よ

る
地

域
農

業
戦

略
の

転
換

 

（
４
）
新

幹
線

開
業

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
等

を
見

据
え

た
販

売
体

制
の

強
化

 

（
１

）
営

農
か
ら
生
活
面
で
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

 

（
２

）
提

案
型
事
業
推
進
に
よ
る
出
向
く
機
会
の
創
出

 

（
３

）
子

育
て

や
相

続
支

援
・

組
合

員
加

入
促

進
活

動
等

を
通

じ
た

次
世

代
と

の
接

点
確

保
・

事
業

利

用
拡

大
 

（
４

）
県

産
品
の
完
全
給
食
導
入
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進

 

 「農
業
」、
「Ｊ

Ａ
」へ
の
理
解
度
ア
ップ

！
 

協
同
組
合
間
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
！

 

『『
将将

来来
』』

にに
つつ

なな
がが

るる
組組

織織
・・

経経
営営

基基
盤盤

のの
確確

立立
  

（
１
）

本
店

・
支

店
機

能
の

強
化

等
に

よ
る

営
農

・
経

済
機

能
の

強
化

 

 （
２
）

戦
略

的
な

支
店

・
施

設
の

集
約

と
再

編
 

 （
３
）

農
業

関
連

施
設

の
集

約
と

広
域

利
用

に
よ

る
運

営
効

率
化

 

 （
４
）
人

員
の

再
配

置
に

よ
る

収
益

性
向

上
と

サ
ー

ビ
ス

向
上

 

 （
５
）
Ｊ

Ａ
の

組
織

・
経

営
基

盤
強

化
に

向
け

て
の

取
り

組
み

 

『『
地地

域域
』』

にに
つつ

なな
がが

るる
協協

同同
組組

合合
とと

しし
てて

のの
役役

割割
発発

揮揮
  

（
１
）
『
食

』
『

農
』
『

地
域

』
を

基
軸

と
し

た
Ｊ

Ａ
グ

ル
ー

プ
か

ら
の

情
報

発
信

に
よ

る
県

民
理

解
の

醸
成

 
 （
２
）
協
同

組
合

連
携

に
よ

る
地

域
貢

献
活

動
の

展
開

と
組

合
員

及
び

県
民

か
ら

の
応

援
の

輪
の

拡
大

 

（
１

）
営

農
指
導
員
の
再
配
置
と
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
等
に
よ
る
営
農
相
談
機
能
の
強
化

 

（
２

）
行

政
と
の
ﾜ
ﾝ
ﾌ
ﾛ
ｱ
ｰ
化
に
よ
る
「
地
域
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
の
設
置

 

（
３

）
総

合
相
談
（
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
）
機
能
の
強
化

 

（
４

）
Ａ

コ
ー
プ
や
直
売
所
等
へ
の
「
総
合
窓
口
」
の
設
置

 

（
５

）
幅

広
い
組
合
員
の
意
思
反
映
と
地
域
中
核
拠
点
と
し
て
の
機
能
発
揮

 

（
６

）
農

業
関
連
施
設
の
集
約
と
広
域
共
同
利
用
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減

 

（
７

）
有

利
販
売
に
つ
な
げ
る
施
設
間
籾
輸
送
方
式
（
サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
）
の
導
入

 

（
８

）
人

員
の
再
配
置
に
よ
る
出
向
く
態
勢
や
専
門
機
能
の
強
化

 

（
９

）
農

業
倉
庫
や
配
送
拠
点
の
集
約
等
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

 

（
1
0
）

購
買

店
舗
集
約
に
よ
る
営
業
体
制
の
強
化

 

（
1
1
）

計
画

的
な
遊
休
資
産
の
活
用
処
分
に
よ
る
費
用
削
減

 

（
1
2
）

組
合

員
の
信
頼
を
確
保
す
る
内
部
統
制
の
確
立
・
強
化

 

（
1
3
）

緊
急

事
態
に
備
え
た
事
業
継
続
体
制
の
整
備
・
強
化

 

（
1
4
）

准
組

合
員
や
女
性
を
含
め
た
幅
広
い
意
思
反
映
体
制
の
構
築

 

（
1
5
）
「

早
期

警
戒
制
度
」
を
踏
ま
え
た
経
営
管
理
態
勢
の
強
化

 

（
1
6
）

組
織

・
事
業
改
革
を
完
遂
す
る
た
め
の
役
職
員
の
意
識
改
革

 

（
1
7
）
Ｊ

Ａ
職
員
の
農
業
従
事
の
推
進

 
（
1
8
）
連
合
会
の
組
織
・
機
能
再
編
に
よ
る
事
業
効
率
化

 

（
１

）
多

様
な
媒
体
を
活
用
し
た
「
食
」
と
「
農
」
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信

 

（
２

）
協

同
組
合
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
の
展
開

 

（
３

）
農

村
部
に
お
け
る
関
係
人
口
づ
く
り
の
強
化

 

（
４

）
食

を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

 

（
５

）
協

同
組
合
の
理
解
を
醸
成
す
る
資
材
等
の
開
発
、
農
業
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

 

（
６

）
Ｊ

Ａ
役
職
員
に
よ
る
訪
問
活
動
「
絆
運
動
」
の
展
開

 

（
７

）
健

康
管
理
活
動
の
展
開
 

（
８

）
健

康
福
祉
介
護
事
業
の
拠
点
化

 

（
１

）
自

治
体
と
一
体
化
し
た
「
新
規
就
農
者
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
新
設

 

（
２

）
新

規
就
農
や
農
業
後
継
者
の
事
業
継
承
に
向
け
た
応
援
事
業
の
展
開

 

（
３

）
農

業
経
営
管
理
支
援
と
事
業
提
案
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
展
開

 

（
４

）
Ｊ

Ａ
出
資
型
農
業
法
人
等
を
中
心
と
し
た
担
い
手
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
る
計
画
的
な
農

地
集
積
・
耕
作
放
棄
地
を
出
さ
な
い
体
制
の
構
築

 

（
５

）
農

業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
・
活
用

 

（
６

）
省

力
化
資
材
導
入
な
ど
に
よ
る
労
働
力
の
軽
減
と
農
業
経
営
の
効
率
化

 

（
７

）
水

田
園
芸
・
施
設
園
芸
の
生
産
拡
大
等
に
よ
る
地
域
農
業
戦
略
の
転
換

 

（
８

）
Ｊ

Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

拠
点
と
し
た
園
芸
生
産
販
売
体
制
の
強
化
 

（
９

）
将

来
の
農
業
戦
略
に
つ
な
が
る
環
境
保
全
資
材
や
土
づ
く
り
推
進

 

（
1
0
）

福
井

県
産
品
の
周
知
及
び
販
売
の
拡
大
に
向
け
た
、
新
幹
線
の
活
用
や
海
外
展
開
の
推
進

 

（
1
1
）

県
産

品
全
般
に
お
け
る
、
特
産
加
工
品
の
生
産
拡
大
や
商
品
開
発
の
加
速
化

 

❶
 

❹ ❶
 

❷ ❶
 

福福
井井
県県
ＪＪ
ＡＡ
ググ
ルル
ーー
ププ
のの
中中
長長
期期
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
のの
重重
点点
戦戦
略略
とと
重重
点点
施施
策策

 

達
成
目
標

 
重
点
戦
略

 

❸ ❶
 

重
点
施
策
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『『みみららいい』』ににつつななががるる地地域域農農業業のの実実現現にに向向けけたた課課題題とと重重点点施施策策  

＜＜新新規規就就農農者者確確保保・・経経営営支支援援強強化化、、労労働働力力のの確確保保＞＞  

１１．．自自治治体体とと一一体体化化ししたた「「ふふくくいい新新規規就就農農者者応応援援パパッッケケーージジ（（仮仮称称））」」のの新新設設 

 新規就農者や農業後継者の育成に向けて、県や市町などの行政機関とＪＡ

が一体となった支援体制を構築して、「募集⇒研修⇒就農⇒定着」まで、一貫

した総合的な支援策を実施します。 

[ＪＡと行政の連携した新規就農サポート] 

組組合合員員のの農農業業経経営営のの現現状状  

・・農農業業後後継継者者ががいいなないい。。5566％％

・・今今後後 55 年年以以内内にに継継続続ででききななくくななるる。。2244％％

・・赤赤字字なならら農農業業ををややめめるる。。（（意意見見多多数数））

組組合合員員ののごご要要望望  

・・ＪＪＡＡにによよるる農農作作業業やや農農地地のの保保全全管管理理のの受受託託をを望望むむ。。4455％％

・・新新規規就就農農者者やや農農業業後後継継者者のの研研修修育育成成をを望望むむ。。1199％％

・・生生産産・・販販売売がが連連携携さされれたた消消費費者者のの需需要要にに応応じじたた営営農農指指導導ををししててほほししいい。。

・・耕耕作作放放棄棄地地がが拡拡大大ししてていいるるののでで対対策策をを検検討討ししててほほししいい。。

中中長長期期ビビジジョョンン実実現現にに向向けけたた重重点点施施策策  

組組合合員員のの声声（（令令和和 33 年年 77 月月実実施施のの組組合合員員アアンンケケーートトよよりり））

新新規規就就農農者者  

県県  

ＪＪＡＡ  

市市町町  

国国  

①総合的な相談・支援

②資金計画・資金調達

③経営指導 

制度資金支援 

①総合的な相談・支援

②技術指導

①居住地確保支援

②農地確保支援

新規就農者

市町

県

国
各種支援制度 

①就農者・移住者の募集 
②技術指導・研修

①居住地確保支援

②農地確保支援

①資金計画・資金融資

②施設・農機の供給

③販売支援・生活支援

連携 
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２２．．新新規規就就農農やや農農業業後後継継者者のの事事業業承承継継にに向向けけたた応応援援事事業業のの展展開開  

 農業後継者がいない担い手農家に対して、国や行政、ＪＡの支援制度をフル

活用して、農業後継者の募集やマッチング、事業継承計画の策定支援、合意書

締結、経営継承まで支援します。 

３３．．ＪＪＡＡ出出資資型型農農業業法法人人やや担担いい手手ネネッットトワワーーククのの設設立立等等にによよるる農農業業労労働働力力支支援援  

  ＪＡの農作業受託事業やＪＡ出資型農業法人による農作業支援の取り組み

を加速化するとともに、県内の担い手ネットワークを構築して、農業労働力が

不足している担い手に対して、情報アプリやインターネットサイト等も活用

した作業支援員の募集登録や依頼農家とのマッチング、労災加入や賃金支払

い等の事務代行などを実施します。 

４４．．農農業業ＩＩＣＣＴＴのの整整備備ややススママーートト農農業業のの導導入入・・活活用用にによよるる農農作作業業のの効効率率化化  

農業者の高齢化や担い手不足により、今後益々、農作業の効率化や省力化

が求められるなかで、ドローンなどの先端機材や農業ＩＣＴ（情報通信技

術）などの活用・導入による「スマート農業」の展開が進められています。 

ＪＡによる必要な資材等のリースや導入を支援する人材の育成・派遣、県

からの補助金制度の充実など、担い手がスマート農業をスムーズに活用でき

るような支援を、行政機関等と連携してＪＡが積極的に提供します。 

５５．．水水田田園園芸芸・・施施設設園園芸芸のの生生産産拡拡大大等等にによよるる地地域域農農業業戦戦略略のの転転換換  

 本県は稲作を柱としつつ、米の消費減少や気候変動に対応するため、水田園

芸、施設園芸への転換を図っていきます。そのために必要な耐候性ハウスの整

備、農業労働力支援、園芸指導ができる職員の育成・配置などを進めるととも

に、新幹線開通等による観光客やインバウンドの増加を見込み、特産加工品の

生産拡大や商品開発を加速化します。 

 これにより、ＥＣサイトや直売所での販売を拡大し、農業経営の安定化と農

家所得の向上を図ります。 
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６６．．ＪＪＡＡフファァーーママーーズズ・・ママーーケケッットトやや道道のの駅駅のの広広域域流流通通ネネッットトワワーークク化化 

県内各地に設置されたＪＡファーマーズ・マーケットや道の駅を広域流通 

ネットワークで結ぶことで、県内各地の様々な農産物や加工品が売り場に数多

く並ぶことになり、品揃えの充実による売り場の活性化、集客力の強化につな

げていきます。また、新たなファーマーズ・マーケットの建設や既存のファー

マーズ・マーケットのリニューアル等も進めながら、ファーマーズ・マーケッ

トの販売体制の強化を図ります。

これを契機として、女性農業者や小規模農業者の育成や出荷促進につなげ、

園芸生産全体の底上げを図ります。 

〔福井県ＪＡグループ流通ネットワークのイメージ図〕 

〔福井県ＪＡグループのファーマーズ・マーケット販売拡大目標〕 

目標項目 R2年実績 R3年実績 R7年目標 R13年目標 

設置数（箇所） 13 13 14 16 

販売高（億円） 30.3 29.3 61.8 64.5 

出荷登録者数（人） 4,200 4,200 4,750 5,300 
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『『次次世世代代』』ににつつななががるる事事業業ササーービビススのの提提供供にに向向けけたた重重点点施施策策  

１１．．事事業業間間連連携携にによよるる出出向向くく体体制制とと総総合合相相談談機機能能のの強強化化  

 各事業において職員が出向く体制の充実を図り、組合員との対話にもとづ

いた次世代（組合員子弟）につながる事業サービスの提供を通じ、地域の豊か

なくらしを維持・向上に貢献します 
 具体的には、結婚相談や子育て支援、ライフプラン、介護福祉、相続、資産

運用管理など様々なご相談に対応するために、支店に「ふれあい相談員」や専

門家による「Ｗｅｂ相談窓口」などを設置して、組合員の次世代の皆様にも安

心してご利用いただける総合的な相談体制を整備します。 
 また、タブレット端末による渉外活動やリモート面談、Ｗｅｂ取引、情報ア

プリの活用などＤＸをさらに加速し、若い世代にも利用しやすい事業体制を

構築します。 

  
組組合合員員ののごご意意見見  

・・ＪＪＡＡのの利利用用にに満満足足ししてていいなないい。。1177%%

・・（（不不満満のの理理由由））店店舗舗がが遠遠いい、顔顔見見知知りりががいいなないい、、職職員員がが専専門門的的ででなないい等等  

・・地地域域格格差差のの無無いいササーービビススのの提提供供。。支支店店統統廃廃合合自自体体にに反反対対。。

組組合合員員ののごご要要望望  

・・支支店店統統廃廃合合がが進進むむ中中でで、、ＪＪＡＡかからら出出向向いいてて情情報報提提供供やや提提案案ををししてて欲欲ししいい。。

・・専専門門職職員員のの配配置置、、相相談談機機能能のの充充実実にに取取りり組組んんでで欲欲ししいい。。

・・価価格格ととかか金金利利ででははななくく、、ＪＪＡＡららししいい事事業業ででササーービビスス向向上上をを。。

・・窓窓口口職職員員はは忙忙ししそそううでで、、声声ががかかけけづづららいい。。気気軽軽にに相相談談ででききるるよよううににすすべべきき。。

・・組組合合員員ととののつつななががりりををよよりり深深めめるるたためめ、、ＤＤＸＸをを推推進進すすべべきき。。

・・高高齢齢化化社社会会にに対対応応ししたたＪＪＡＡななららででははのの事事業業をを展展開開すすべべきき。。

組組合合員員のの声声（（令令和和 33 年年 77 月月実実施施のの組組合合員員アアンンケケーートトよよりり））

【【総総合合相相談談機機能能のの発発揮揮】】  
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２２．．生生産産トトーータタルルココスストトのの低低減減とと持持続続可可能能なな環環境境保保全全型型農農業業のの実実践践・・拡拡大大  

農業者の所得増大に向けて、これまで取り組んできた肥料や農機の共同購

入・農薬の担い手直送規格の認知度向上および普及拡大、物流・受発注業務

の効率化や拠点型事業の一体運営により、生産資材価格の低減に引き続き取

り組むとともに、ドローン等を利用した生産支援やリモートセンシングを活

用した圃場管理や作物診断等に取り組むことで、農作業の労働生産性向上を

支援します。 

また、化学肥料・農薬の使用量や温室効果ガスの排出量削減に向けて、土壌

診断による適正施肥や、耕畜連携による堆肥の活用、緩効性肥料におけるプ

ラスチック被膜殻の海洋流出防止などの取り組みを進め、持続可能な環境保

全型農業の実践・拡大に取り組みます。

３３．．ＪＪＡＡフファァーーママーーズズ・・ママーーケケッットトのの拠拠点点化化活活動動 

ファーマーズ・マーケットを生産者と消費者の交流拠点として再整備し、地

産地消運動や食農教育、高齢者の生きがいづくり活動といった様々な地域活動

の拠点としての機能性を高めていきます。  

具体的には、学校給食への食材供給や学校の食農教育と連携した農業体験や

見学ツアーの実施、地域の農産物や生産者等に関する情報発信、子育て世代や

高齢者など様々な世代を対象とした園芸講座や料理教室等の開催など、ファー

マーズ・マーケットを拠点した様々な活動を展開します。

また、組合員のメンバーシップや地域住民との関係強化、ＪＡの事業利用拡

大を図るため、ファーマーズ・マーケットを起点とした組合員加入促進運動や

広報活動、支店協同活動、各種事業サービスの提案などを実施します。 
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『『地地域域』』ににつつななががるる協協同同組組合合ととししててのの役役割割発発揮揮にに向向けけたた重重点点施施策策  

１１．．「「食食」」「「農農」」「「地地域域」」をを基基軸軸ととししたたＪＪＡＡググルルーーププかかららのの情情報報発発信信にによよるる県県

民民理理解解のの醸醸成成  

ＪＡの広報誌やホームページ、ＳＮＳなどを通じた広報活動の他、くみあい

祭り等の各種イベントや、支店での地域の見守り活動や環境保全活動などの地

域貢献活動を通じて、「食」と「農」の重要性やＪＡの「協同組合」としての

社会的な役割や使命を訴え、70 万県民全員が農業やＪＡの理解者となり、「地

域農業の応援団（サポーター）」となっていただくよう県民運動を展開します。 

特に、次世代を担う若者に「食」や「農」への興味や関心を持ってもらうた

めに、食農教育や農業体験イベントの企画・開催や、農業や協同組合に関する

資材などを開発して、将来的に農業者や農業に関連する職業を志す人が増える

ような取り組みを展開していきます。 

さらに、漁協や生協などとの協同組合間連携によるフードドライブや合同収

穫祭、クリーンアップ運動など各種地域貢献活動を展開しながら、地域共生社

会の実現に向けて、県内の協同組合と協力して、協同組合の役割や機能を広く

県民に発信して理解醸成を図ります。 

２２．．ポポジジテティィヴヴヘヘルルススのの考考ええ方方にに基基づづいいたた健健康康管管理理事事業業・・介介護護福福祉祉事事業業のの強強化化  

地域の高齢化がさらに進んで介護福祉が社会問題化する中で、農業の担い手

や組合員への健康診断をさらに進めて健康寿命の延伸を図るとともに、関連企

業と連携した独居高齢者宅などへの「配食サービス」の提供など、地域の高齢

者の生活を支えるため新たな事業サービスの展開を目指します。 

また、小規模多機能型居宅介護事業所の活用や、訪問診療・訪問看護の利用

により、住み慣れた地域で生活が継続できるように、在宅で様々なサービスが 

継続的に受けられる体制を整備します。 

これらを通じて、た

とえ障害等があっても

前向きに生きがいを持

って暮らし続けられる

社会の実現に取り組ん

でまいります。 
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『『将将来来』』ににつつななががるる組組織織・・経経営営基基盤盤のの確確立立にに向向けけたた重重点点施施策策  

１１．．本本店店・・支支店店機機能能のの強強化化等等にによよるる営営農農・・経経済済機機能能のの強強化化  

 長引く低金利情勢や農業情勢の悪化等を背景に、ＪＡの経営環境も厳しさ

を増す中で、支店統廃合や施設の集約は喫緊の課題です。また、令和 2 年 4 月

に合併したＪＡ福井県は、各地区に配置した基幹支店を廃止して組織を効率

化しつつ、県域ＪＡとして広域に配置された支店・事業所を本店の事業本部で

統制する「事業本部制」への移行を予定しています。 
このようにＪＡ経営の効率化を図る一方で、組合員の利便性確保や、組合員

ニーズにマッチした新たなサービスの展開にもつなげていく必要があります。 
そのため、廃止した店舗を再編し、専門的な営農指導員を配置して新たな

「営農・経済センター（仮称）」として再配置します。将来的には、県の農林

総合事務所等とも一体化して、現在、急速に整備を進めている園芸団地や地域

の農業者育成の中核拠点として機能する「地域農業支援センター（仮称）」の

設置を目指します。 

２２．．戦戦略略的的なな支支店店・・施施設設のの集集約約とと再再編編  

 支店統廃合によるデメリットの軽減と、さらなる支店機能の強化を図るた

め、再編された支店には、通常の窓口職員とは別に「ふれあい相談員（仮称）」

を配置して相談機能強化を図るとともに、組合員との身近な接点であるＡコ

ープや農産物直売所等に「総合窓口」を設置して、組合員との接点確保や総合

的な事業サービスの提案を行います。 

組組合合員員ののごご意意見見  

・・経経済済事事業業改改革革ををももっっとと進進めめるるべべきき。。5577%%

ＪＪＡＡがが優優先先ししてて取取りり組組むむべべききこことと（（上上位位５５項項目目））

・・低低価価格格農農機機具具ややレレンンタタルル農農機機具具のの拡拡充充

・・農農業業のの経経営営規規模模にに応応じじたた生生産産技技術術・・経経営営支支援援のの強強化化

・・支支店店をを地地域域のの拠拠点点ととししたたササーービビススのの充充実実やや地地域域ととのの接接点点づづくくりり

・・生生産産、、販販売売がが連連携携さされれたた消消費費者者のの需需要要にに応応じじたた営営農農指指導導

・・介介護護福福祉祉事事業業のの充充実実

組組合合員員のの声声（（令令和和 33 年年 77 月月実実施施のの組組合合員員アアンンケケーートトよよりり））
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◇ 

３３．．農農業業関関連連施施設設のの集集約約とと広広域域共共同同利利用用にによよるるトトーータタルルココスストトのの削削減減  

カントリーエレベータなど老朽化する農業関連施設の改修や集約化による

施設再編も、ＪＡ経営にとって喫緊の課題です。県域ＪＡのメリットを活かし

た施設の広域共同利用を進め、地区を跨いだ近隣の施設や荷受中継所（サテラ

イト）への運搬を可能とすることで、施設の再編を進めつつ、組合員の利便性

確保を図ります。  

組
合
員

Ｊ 

Ａ 

�
�
�
�
相
談
員

パパイイププ役役  
橋橋渡渡しし  

Ａ Ａ地区組合員 Ａ Ａ Ｂ地区組合員 ＡＡ地区組合員 ＡＢ地区組合員 

ＡＡ地区Ａ ＡＢ地区Ａ ＡＡ地区Ａ ＡＢ地区Ａ 

（現在の体制） （現在の体制）

【共同利用施設の広域利用イメージ】 

 （再編後の体制） 

利
用

利
用

利
用

利
用
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